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プロジェクトの概要 

●背景

阿見町では，町教育委員会と JA 茨城か

すみ（以下,農協）により，町内の小学校に

対し食育事業が行われていた。この活動に

2014 年度～2016 年度までは有志の学生が

自費で支援を継続し，食育事業を継続でき

たという背景がある。そして，2017 年度か

らは有志の学生が増え，更なる参画ができ

ると考え，本プロジェクトに応募し，採択さ

れた。更に，2019 年度からは町教育委員会

と農協での食育事業がなくなった。現在，農

協の方から食育活動を引き継ぎ，継続して

いくことはもちろん，自分たちで直接積極

的に小学生との交流活動を行うことで，食

育活動の継続と発展を目指している。 

●目的

阿見町の７校の小学校で，本プロジェク

ト（以下,FES）が直接的に食育や授業のサ

ポート等で小学生の活動を支援する。将来

を担う子供たちの食，茨城大学及び地元へ

の関心を高めることで，阿見町の発展に貢

献することを目的として活動している。 

●活動内容

小学校での主な活動としては，

➀授業サポート

➁農業についての授業・農作業

③食に関する広報の作成・配布

を行っている。その他行事も随時参加して

いる。 

●食育への思い

私たちの活動は実際に小学校の中に入っ

ての活動で，地元や農業についての楽しさ
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や大切さを知るきっかけづくりができるこ

とを強みとしている。 

農村の高齢化・過疎化が進み，食料の安全

が危ぶまれる中で，一人でも多くの児童に

阿見町や農業，食への魅力を感じてもらい

たいという思いで活動している。「小学生は

地元の宝であり，FES の活動が将来の地元

の活性化に繋がる」ということで，農協の

方々や先生方も熱意をもって協力，支援を

してくださっている。 

プロジェクトの成果報告 

●今年度の活動及び成果

➀授業サポートについて

丸つけや机間サポートの活動（写真１）に

より，子どもたちや先生方と話す機会が増

え，主体的に活動できるような良い関係を

築くことができている。これにより，昨年度

の課題であった学生の授業の合間での活動

のしづらさが解消され，より小学校に密着

した活動ができた。 

写真１ 机間サポートの様子 

➁農業についての授業・農作業

農業だけでなく，社会の授業でも活動さ

せていただき，「茨城大学農学部でどんなこ

とを学んでいるのか」というテーマで授業

をした。後日いただいた手紙には，多くの児

童からの「知らなかったことを学ぶことが

できた」，「興味を持ったので自分で調べて

みたい」という感想が記載されていた。課題

としては，将来の職業として農業考えてい

る小学生がほとんどいないという現状があ

ったので，今後の活動内で食や農業につい

て考えるきっかけを更に増やしていく必要

があると考えている。 

農作業については主に落花生とサツマイ

モの収穫を行った。説明している間は集中

して聞いている子どもたちだが，農作業は

はしゃいで楽しそうに行っていた。ある小

学校ではサツマイモパーティーを開いてく

ださり，収穫したサツマイモで作ったスイ

ートポテトをご馳走になった。つまり,児童

が収穫から食べるところまでを楽しんで行

うことができていた。これは,食育活動とし

て理想的な活動であり，良さを広めていき

たい。 

写真２ 落花生収穫の様子 

③食に関する広報の作成・配布

毎月「もぐもぐ通信」という題で食や農業

に関する広報誌を作成し，各クラスに掲示

してもらっている。農作業の体験等の一時

的なものではなく，継続して興味を持って

もらえるような情報発信をすること，家庭
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での話題として取り上げてもらうことを目

的として行った。作成時は,興味を引くデザ

インや分かりやすい言葉遣いなどにより，

様々な食べ物について低学年でもわかりや

すく伝わるように工夫した。 

図１ もぐもぐ通信 10 月号 

●今後の展望

今年度の活動は学生中心となって行わな

ければならない状況だったが，逆境を力に

変えて主体的な活動を行うことができた。

来年度への引継ぎをしっかり行い，継続し

て取り組めるようにしたい。また，来年度は

一部の小学校だけであった活動の幅を広げ，

より地元に密着したプロジェクトになるこ

とを目標とする。更なるきっかけ作りとし

ては，もぐもぐ通信の個人への配布等も検

討し，主体的な活動で貢献できることを増

やしていく。 

 食育活動の継続はもちろん向上のために

は，周囲の方々の協力がなくてはならない。

先生方や阿見町に働きかけることでプロジ

ェクト活動の幅を広げていきたいと思う。 
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